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島 崎 君を送る

服部謙太郎

島崎君は私より一級上にいた。二人とも当時の理財学会委員をしていたので，自然と知り合うよ 

うになった。誰かが， rあの人は優を沢山とった人だJ と教えてくれた。彼は学校の成績が良く， 

卒業してすぐ助手になった。当時の助手は一学部につき，毎年一人だけ採用されるのだから，なか 

なか権威ある存在であった。

島崎君は昭和十六年三月，私は十二月に卒業し，相前後して兵隊にとられた。それから四年近い 

歳月が過ぎ，二人とも運よく生き残って，東京に帰ることができた。そして再会したのは，二十四 

年の夏ころだったと記億している。それまでの私は，京大や東大などを，あちこち遍歴していたが， 

また元の古巢の三田山上に為いもどって，経済学部研究室に籍を置くこととなったのである。その 

時の島崎君は，小池先生のところの助教授であったと思う。学校の勝手のわからぬ私は，当初は何 

かと彼のお世話になった。こういう時の彼は実に親切で，行きとどいていた。

そのうちに，例 の r極籠村の協同研究J なるものが始まった。これは当時の野村兼太郎教授所蔵 

の，武蔵国葛飾郡栖籠村のr田中家文*」を，皆で手分けして読み，その内容をカードに者きとる 

という仕事であった。これは仲々の大仕享で，朝の十時から夜のA 時ころまで，読みにくい古文書 

を相手に，悪戦苦闘の日がつづいた。この作業に参加したのは, 島崎君と私の他には，宇尾野久，

字治順一郎，金丸平A , 中村勝己，新保博の諸君がおり，後には更に数名の人が参加したように思
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島崎君はこの集団の級長格で，野村高村両先生とのバイプ役をつとめていた。この協同研究を通 

じて，前記の七人は急速に親しくなり，私と島崎君との交際も，以前より親密さを加えた。一緒に 

史料探訪の旅行も'したし，三田学会誌で，「関東農村の史的研究（第一集) J として， r横籠村J 

の特輯号を出すために，共に苦労したこともあった。 '

この前後か，或いはその少し前か，彼は小池先生の下から，野村先生の日本経済思想史の後継者 

として，スカウトされたらしい。どのような事情があったのか，私たちにはわからなかったが，こ 

れによって彼の進路が，力、なり違ったことは確かであった。しかし， 「関東農村の史的研究」はそ 

の後も続けられ，私が二十八年に退載するまで，この協同研究には彼も毎回参加していた。
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島綺君を送る

島崎君は本質的には，学者より教育者にむく人であったと思う。あのキリストとお釈逝さまが合 

体したような人柄の前には，どんな悪党でも改俊するに違いない。彼が長い間，野球部長を勤めた 

のも，野球を通じて，学生を教育することに，情熱を惑じたからではなかろう力、。

今度，彼は慶応を定年退職して，伊勢松阪の大学に教授として赴任する.という。聞くところによ 

ると，この学校は新設されて間もなく，すべてはこれから出発するとのことだ。教育者としての彼 

力'、，情熱を傾けるには，好筒の職場であると思う。彼の今後の健闘を折ってやまない。

考えてみると，私はわずか三年の慶応、在載中に，多くのよい友人を得ることができた。それらの 

人々とは，今も親しく往来している。しかし，その中で島崎君ほど，私が安心して遠慮なくつき合 

った人は他にいない。それは天性の善人である彼の人となりが，そうさせたものと思う。

私にとって島崎君は，生涯の良友というべき人であろう。

(服部時計店取蹄役社長）
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